
H
・
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
受
容
の
様
相

1
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
、
『
六
合
雑
誌
』
、
『
中
央
学
術
雑
誌
』
を
中
心
に

ー
、

明
治
期
、
近
代
日
本
の
忠
相
心
や
文
学
が
、
日
本
の
思
想
や
文
学
と
し
て
自
律

す
る
に
、
幾
多
も
の
階
梯
を
登
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
明
治
十
五
年
四
月
、

『
京
洋
学
芸
雑
誌
』
第
七
号
に
載
っ
た
、
金
城
居
士
の
「
思
想
の
絹
立
」
と
い

う
一
文
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
業
二
己
二
孔
、
孟
ヲ
以
テ
、
理
ノ
標
準
ト
ハ
セ
サ
レ
ト
モ
、
、
、
、
ル
、
バ
ッ

ク
ル
、
ス
ペ
ソ
サ
ー
ヲ
以
テ
、
議
論
ノ
準
縄
ト
ナ
ス
ニ
至
り
、
最
多
最
大
ノ
幸

福
ハ
、
人
生
ノ
日
的
ナ
リ
ト
、
日
ク
ス
ペ
ン
サ
ー
之
ヲ
揚
言
ス
レ
ハ
ナ
リ
、
国

運
ノ
盛
衰
ハ
、
風
土
寒
暖
二
田
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
、
ロ
ク
バ
ッ
ク
ル
之
ヲ
説
ケ
バ

ナ
リ
、
男
女
同
頼
タ
ル
可
シ
ト
、
ロ
ク
・
、
、
ル
之
ヲ
唱
フ
レ
ハ
ナ
リ
、
以
得
ク
此

ノ
如
ク
ソ
ハ
、
コ
レ
人
類
二
非
ス
シ
テ
鞘
鵡
ナ
リ
、
」

す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
「
映
ヲ
孔
、
孟
二
伸
ク
ヲ
常
」
と
し
て
、
「
孔
、
凍

可
ト
言
へ
ハ
、
釦
チ
可
、
杏
ト
言
へ
ハ
、
則
チ
否
、
一
二
孔
、
孟
ヲ
以
テ
議
論

ノ
規
餌
」
と
し
た
儒
学
中
心
の
時
代
か
ら
、
「
泰
西
ノ
撃
一
ク
ビ
」
我
国
に
入

っ
て
、
「
忠
相
心
初
テ
釣
立
」
す
る
を
得
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
、

「
自
ラ
絹
歩
ス
ル
事
能
ハ
ス
シ
テ
、
西
暫
ノ
殿
抑
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
レ
リ
、
…
ど
一

概
喫
ノ
至
リ
ニ
非
ス
ヤ
」
と
、
世
の
「
鵬
鵡
」
の
状
況
を
嘆
く
の
で
あ
る
。

「
鳴
呼
東
洋
ニ
デ
カ
ル
ト
拍
テ
、
言
論
其
光
輝
ヲ
受
ケ
、
以
テ
孔
、
孟
西
哲
ノ

槙
　
　
林
　
　
溌
　
　
二

獄
ヲ
脱
シ
、
白
ラ
其
意
ノ
向
フ
所
二
馳
射
ス
ル
ハ
コ
レ
、
果
シ
テ
何
レ
ノ
目
ゾ

ヤ
、
」
と
金
城
居
士
は
嘆
息
す
る
。
の
ち
、
北
村
透
谷
が
、
「
革
命
に
あ
ら
ず
移

動
な
り
」
（
「
漫
駕
」
明
2
6
・
1
0
）
と
嘲
じ
、
夏
日
漱
石
が
「
外
発
的
」
（
「
現
代

日
本
の
開
化
」
明
4
4
・
8
）
と
難
じ
た
状
況
論
の
先
腔
で
あ
る
。

維
新
後
の
思
利
心
混
迷
の
期
、
金
城
居
士
の
い
う
よ
う
に
、
「
君
H
、
父
子
、

夫
婦
、
兄
弟
、
皆
其
義
ヲ
守
り
、
其
道
ヲ
行
ヒ
、
上
下
両
県
隠
ノ
別
、
自
ラ
足

り
、
各
其
分
二
安
シ
、
社
命
ノ
秩
序
、
自
ラ
整
然
ト
シ
テ
見
ル
可
キ
モ
ノ
」
の

あ
っ
た
「
孔
孟
ノ
撃
」
、
す
な
わ
ち
、
幕
藩
体
制
が
持
っ
て
い
た
儒
学
共
同
体

の
「
規
矩
」
を
失
っ
た
、
若
き
明
治
日
本
が
、
そ
の
「
理
ノ
標
準
」
を
「
西

軍
」
に
求
め
た
の
は
、
事
の
次
第
と
し
て
当
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
福

沢
諭
士
日
の
「
学
間
の
す
1
め
」
（
明
5
、
2
～
9
、
1
1
）
や
ス
マ
イ
ル
ス
著
、
中

村
正
直
訳
の
「
西
国
立
志
編
」
　
（
明
3
、
冬
～
4
・
7
）
ら
の
四
民
平
等
の
論

は
、
確
か
に
、
旧
体
制
と
そ
れ
を
支
え
る
倫
理
思
想
を
破
壊
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
代
り
と
な
る
、
体
制
維
持
の
理
筋
に
乏
し
く
、
そ
の
論
理
を
求
め
て
、
明

治
初
期
の
忠
相
菜
は
動
揺
し
た
の
で
あ
る
。
西
欧
諸
科
学
に
、
キ
リ
ス
ト
教
倫

理
に
、
フ
ラ
ソ
ス
共
和
思
相
心
に
、
そ
れ
ら
の
速
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一

っ
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
が
あ
っ
た
の
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の

時
代
と
で
も
い
う
時
期
が
、
明
治
初
、
中
期
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
多
く

（1）

の
先
学
の
証
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
進
化
論
を
基
底
と
し
た
、
「
社
会
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有
按
体
説
」
や
「
社
会
不
可
知
論
」
な
ど
を
そ
の
中
心
論
に
お
く
、
広
大
な
学

間
体
系
は
、
有
名
な
「
綜
合
哲
学
」
の
中
に
、
そ
の
全
容
が
収
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
明
琉
十
年
代
中
頃
よ
り
三
十
年
代
に
か
け
て
、
数

多
く
の
翻
訳
H
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
流
行
は
一
世
を
風
靡
し
た
。
「
綜
合
哲
学
」

と
い
う
、
広
い
眼
く
ぼ
り
の
所
以
も
あ
っ
て
、
彼
の
論
は
、
保
守
派
か
ら
も
進

歩
派
か
ら
も
重
用
さ
れ
、
清
水
幾
太
郎
氏
な
ど
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
内
在
す
る

（2）

そ
れ
ら
を
、
「
二
つ
の
魂
」
と
し
て
見
事
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

分
接
を
論
じ
た
「
斯
追
撒
氏
代
議
政
結
論
」
（
明
1
0
・
冥
鈴
木
義
完
訳
）
、

国
家
の
干
渉
に
つ
い
て
難
じ
た
「
斯
追
撒
氏
干
渉
論
」
　
（
明
1
3
・
2
、
鈴
木
義

宗
訳
）
、
女
子
の
稚
利
を
論
じ
た
「
女
擢
眞
説
」
　
（
明
1
4
・
1
、
井
上
勤
訳
）
、

民
杵
を
論
じ
、
当
代
き
っ
て
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
に
な
っ
た
「
祉
合
平
種
論
」
▼

（
明
1
4
・
5
～
1
7
・
2
、
松
島
剛
訳
）
、
そ
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
社
会
学
の
原
理

と
方
法
を
論
じ
た
「
社
台
控
之
原
哩
」
　
（
明
1
5
・
4
、
乗
竹
孝
太
郎
訳
）
、
「
道

徳
之
原
理
」
（
明
1
6
・
7
、
山
口
松
五
郎
訳
）
、
「
政
汰
所
用
」
（
明
1
7
・
1
0
～
1
8

・
㍗
　
浜
野
定
四
郎
・
渡
退
治
共
訳
）
、
進
化
を
論
じ
た
「
萬
物
進
化
要
論
」

（
明
1
7
・
4
、
西
村
玄
追
訳
）
、
「
宗
教
進
化
論
」
（
明
1
9
・
6
、
高
橋
達
郎
訳
）

な
ど
な
ど
、
尖
に
多
彩
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
論
理
、
日
本
へ
の

流
入
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
下
田
桂
台
、
山
下
重
一
両
氏
の
精
細

（1）

な
論
稿
が
あ
る
。
例
え
は
、
下
出
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
ス
ペ
ン
サ
ー
は
又
明
治
十
年
頃
か
ら
盛
ん
に
そ
の
説
が
舶
来
せ
ら
れ
、
明

浩
十
五
六
年
迫
り
が
そ
の
最
盛
期
の
様
で
あ
っ
た
。
常
時
は
例
の
鹿
鳴
館
時
代

で
あ
り
、
釈
化
主
義
の
最
も
甚
し
か
っ
た
時
で
あ
り
、
外
国
書
も
段
々
多
く
読

ま
れ
る
様
に
な
っ
た
と
き
で
は
あ
る
が
、
殊
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
も
の
、
其
内
で

も
代
議
政
鮨
論
や
ソ
シ
ャ
ル
ス
タ
チ
ッ
ク
ス
な
ど
は
多
く
語
ま
九
た
方
で
、
代

議
政
鴨
論
が
拾
指
に
近
い
程
翻
課
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
云
つ
て
も
、
ソ
シ
ャ

ル
ス
ク
チ
ッ
ク
ス
の
翻
評
で
あ
る
尾
崎
氏
の
精
利
親
刑
が
再
版
に
な
っ
た
り
、

松
れ
氏
誹
の
征
命
平
構
論
が
非
常
に
既
く
語
ま
れ
た
の
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で

あ
ら
う
と
思
ふ
。
」

「
恰
も
一
と
頃
の
マ
ル
ク
ス
の
如
く
に
ス
ペ
ソ
サ
ー
は
、
明
泊
の
始
め
に
は

非
常
に
我
国
で
持
噂
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
の
で
あ
る
。

山
下
氏
は
、
「
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
形
成
」
と
し
て
、
そ
の
「
綜
合
哲
学
」

全
体
系
を
ま
と
め
ら
れ
、
松
島
剛
訳
『
社
金
平
推
論
』
、
馬
場
辰
緒
、
坂
本
直

覚
、
徳
富
蘇
峰
ら
を
「
自
由
民
杵
運
動
」
と
の
か
1
あ
り
で
論
じ
、
フ
ェ
ノ
ロ

サ
、
加
藤
弘
之
、
外
山
正
一
ら
を
東
京
大
学
と
の
か
1
わ
り
で
請
じ
、
そ
し

て
、
明
治
政
府
と
の
か
ゝ
わ
り
を
、
森
有
礼
、
金
子
堅
太
郎
ら
を
介
し
て
述
べ

ら
れ
る
。
ま
さ
に
、
明
治
政
府
自
身
を
も
含
め
て
の
、
口
日
本
全
体
を
包
み
こ
む

ス
ペ
ソ
サ
ー
の
時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
文
学
の
世
界
に
も
領
草
さ
れ
る
。
そ
の
大
略
を
見
る
な
ら
、

三
埋
草
門
別
、
坪
内
出
道
、
二
葉
亭
四
迷
、
北
村
透
容
、
末
広
鉄
腸
、
夏
日
漱

れ
、
蝕
富
廠
花
、
高
山
楕
年
、
三
宅
当
机
な
ど
、
班
に
多
彩
な
文
学
者
運
の
上

に
、
そ
の
形
醐
‥
の
跡
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
受
け
と
め
方
と

て
、
必
ず
し
も
一
様
で
な
く
、
保
守
か
ら
革
新
、
浪
漫
主
義
か
ら
自
然
主
義
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
た
だ
し
か
し
、
た
だ
一
様
に
、
思
想
の
一
基
準
、
「
理
ノ
標

準
」
、
「
議
論
ノ
準
抱
」
と
し
て
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
あ
と
が
あ
る
こ
と
は
碓
か

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
追
求
、
整
理
は
今
後
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
は
、
こ
の
ス
ペ
ソ
サ
ー
哲
学
が
、
明
治
初
、
中
期
、
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容

さ
れ
た
か
を
、
当
時
の
雑
誌
に
よ
り
な
が
ら
眺
め
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
右

の
よ
う
な
著
名
な
思
想
家
、
文
学
者
な
ど
で
な
く
、
よ
り
広
く
一
般
に
、
当
時

の
雑
誌
の
中
で
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
、
そ
の
反
応
の
様
相

や
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
め
に
、
当
時
の
雑
誌
の
う
ち
、
今
は
、
『
東
洋
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学
芸
雑
誌
』
、
『
六
合
雑
誌
』
、
『
中
央
学
術
雑
誌
』
の
三
誌
に
よ
り
、
そ
の
状
況

を
眺
め
る
こ
と
に
し
た
。
哲
学
・
思
想
界
の
反
応
、
キ
リ
ス
ト
教
・
宗
教
界
か

ら
の
反
応
、
文
学
の
世
界
か
ら
の
反
応
の
状
況
把
捉
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
年
代
に
入
る
と
、
『
暫
学
界
雑
誌
』
、
『
国
民
之
友
』
、
『
日
本
評
論
』
な
ど

が
、
当
時
の
思
潮
を
表
象
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
追
尾
は
、
別

稿
を
考
え
て
い
る
。

以
下
、
二
一
誌
を
中
心
と
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
受
容
の
概
況
を
眺
め
て
み

た
い
。

二
、

明
治
十
四
年
十
月
発
刊
、
主
に
東
京
大
学
の
教
授
陣
を
中
心
に
論
陣
を
は
っ

（4）

た
理
学
啓
蒙
雑
誌
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
、
小
崎
弘
遺
を
編
輸
入
と
し
て
、
明
治
十

三
年
十
月
発
刊
さ
れ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
理
を
中
心
に
し
た
啓
蒙
総
合
雑
誌
『
六

合
雑
誌
』
、
同
攻
会
（
東
京
専
門
学
校
の
同
窓
会
）
の
機
関
誌
と
し
て
、
後
の

『
早
稲
田
文
学
』
胚
胎
の
基
盤
を
作
っ
た
、
明
治
十
八
年
三
月
創
刊
の
『
中
央

学
術
雑
誌
』
、
こ
れ
ら
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
啓
学
が
、
い
か
に
、
明
治
思
想
界
に
受

容
さ
れ
た
か
を
語
る
、
一
つ
の
好
材
を
与
え
る
場
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ス

ペ
ン
サ
ー
哲
学
や
社
会
学
、
進
化
論
を
含
む
論
を
広
範
に
求
め
る
に
は
、
多
岐

に
わ
た
り
、
時
と
し
て
内
容
上
、
誤
認
を
伴
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
今
は
、
ス

ペ
ン
サ
ー
と
い
う
人
名
の
使
用
に
の
み
依
り
な
が
ら
摘
出
、
そ
れ
ら
の
内
実
追

求
を
は
か
っ
た
。
以
下
、
大
き
く
四
つ
の
ラ
ソ
ク
で
思
品
し
て
み
た
い
。
一
つ

は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
の
全
肯
定
の
も
の
、
二
つ
に
、
自
ら
の
論
理
や
主
張
に

対
す
る
援
用
と
し
て
使
っ
た
も
の
、
三
つ
に
、
否
定
も
し
く
は
批
判
を
加
え
た

も
の
、
四
つ
に
、
単
純
言
及
も
し
く
は
単
純
列
挙
の
も
の
で
あ
る
。
有
為
性
を

中
心
に
考
え
て
み
た
の
で
、
そ
の
第
四
の
も
の
は
、
言
及
を
ひ
か
え
た
、
細
微

な
最
的
処
理
は
今
は
考
え
て
い
な
い
。

結
果
と
し
て
、
三
記
の
受
容
状
況
の
概
観
を
述
べ
る
な
ら
、
予
測
さ
れ
た
こ

と
で
は
あ
る
が
、
全
肯
定
の
論
理
は
『
東
京
学
芸
雑
誌
』
に
多
く
、
『
六
合
雑

誌
』
に
乏
し
い
、
あ
わ
せ
て
、
『
中
央
学
術
雑
誌
』
に
明
治
二
十
年
以
降
、
終

刊
の
二
十
六
年
ま
で
、
急
激
に
言
及
が
消
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
ま
ず
、
大

き
な
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
優
勝
劣
敗
、
自
然
淘

汰
を
原
則
と
す
る
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
の
論
理
が
、
事
の
流
れ
と
し
て
、
人
為
に

ょ
る
大
き
な
変
革
を
拒
否
し
、
い
つ
か
、
「
自
然
」
の
営
為
を
そ
の
ま
ま
認
定

す
る
こ
と
に
な
り
、
自
然
主
義
文
学
系
の
論
理
構
築
等
へ
流
入
し
て
ゆ
く
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
ー
そ
れ
は
す
で
に
中
村
光
夫
氏
な
ど
も
指
摘
さ
れ
る
と

（5）

こ
ろ
で
あ
る
ー
∴
か
あ
り
、
そ
れ
ら
の
様
相
の
実
態
が
予
見
で
き
ぬ
か
と
い
う
の

が
私
の
仮
想
で
あ
っ
た
が
、
今
の
所
、
『
早
稲
田
文
学
』
な
ど
の
追
尋
を
は
か

る
今
後
の
仕
事
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

概
観
の
二
つ
は
、
援
用
論
が
、
右
の
『
中
央
学
術
雑
誌
』
二
十
年
以
降
を
除

き
、
三
誌
と
も
断
絶
的
に
出
現
し
、
自
ら
の
論
理
の
補
強
や
補
填
に
使
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
ペ
ソ
サ
ー
哲
学
や
社
会
学
に
同
じ
考
え
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
、
自
ら
の
論
理
の
「
規
矩
」
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
哲
学
の
浸
透
の
度
合
い
の
強
さ
を
物
語
る
。
あ
わ
せ
て
、
単

純
言
及
、
列
挙
も
そ
れ
ら
と
類
す
る
形
で
出
現
す
る
。
が
し
か
し
、
こ
れ
は
、

三
誌
と
も
に
も
つ
、
啓
蒙
性
に
も
そ
の
因
が
あ
り
、
西
欧
諸
学
の
輸
入
紹
介
に

力
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
出
て
く
る
現
象
で
も
あ
る
の
で
、
早
急
な
結

論
は
さ
け
わ
は
な
る
ま
い
。
反
ス
ペ
ソ
サ
ー
論
理
が
、
『
六
合
雑
誌
』
に
多
出

す
る
の
も
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
に
も
散
見

し
た
。
し
か
し
、
『
中
央
学
術
雑
誌
』
に
殆
ん
ど
な
い
の
は
、
前
二
誌
ほ
ど
の

論
及
の
必
要
性
を
も
た
ぬ
、
同
窓
誌
的
な
雑
誌
の
性
格
の
放
か
も
し
れ
な
い
。
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以
下
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
。
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
に
み
ら
れ
る
全
面
肯
定

の
主
要
な
も
の
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
「
論
説
」
欄
に
発
表
さ
れ
た
「
自
然
淘
汰
法
及
ヒ
之
ヲ
人
類
二
及
ボ
シ
テ
ハ

如
何
ヲ
論
ス
」
　
（
第
四
～
六
号
）
　
と
い
う
一
文
で
、
「
ダ
ー
ウ
ヰ
ソ
、
ス
ペ
ソ

サ
ー
二
氏
ヲ
初
ト
シ
其
他
進
化
主
義
ノ
主
張
者
等
皆
云
フ
凡
テ
有
放
物
タ
ル
モ

ノ
ハ
度
撃
連
数
ニ
テ
増
加
ス
ル
ノ
傾
向
ヲ
有
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
」
．
と
有
機
物
の

増
殖
か
ら
述
べ
は
じ
め
、
各
「
有
機
物
」
の
「
増
加
」
の
無
限
な
る
を
語
り
、

そ
れ
ら
が
、
「
五
二
競
争
ス
ル
カ
故
二
此
世
界
ハ
競
争
場
ト
ナ
リ
」
、
そ
れ
故
、

「
自
然
淘
汰
帥
チ
適
種
生
存
」
が
生
ず
る
と
進
化
の
説
を
重
視
、
そ
の
こ
と

を
人
類
社
会
に
及
ぼ
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
。
「
余
ハ
滑
二
左
ノ
語
ヲ
以

テ
本
題
ヲ
華
へ
ソ
ト
ス
夫
天
道
ハ
俗
眼
以
テ
之
ヲ
窺
フ
能
ハ
ス
僅
ニ
ニ
ュ
ー
ト

ソ
、
ス
ペ
ソ
サ
ル
輩
ノ
人
傑
出
デ
、
之
ヲ
看
破
ス
ル
ア
ル
ノ
ミ
」
と
、
ス
ペ
ソ

サ
ー
等
を
高
評
し
て
論
を
終
え
る
。
さ
し
た
る
内
実
の
な
い
、
単
純
、
素
朴
な

肯
定
論
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
十
二
月
、
六
十
三
号
に
は
、
「
覇
乙
園
留
撃
井
上
哲
次
郎
氏
の

来
翰
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
井
上
哲
次
郎
か
ら
の
手
紙
が
載
せ
ら
れ

る
。
井
上
は
そ
の
中
で
、
「
現
今
厭
洲
哲
撃
家
多
L
と
経
も
生
の
最
も
推
重
す

る
も
の
唯
二
人
あ
る
面
己
覇
の
バ
ル
ト
マ
ン
英
の
ス
ペ
ソ
セ
ル
二
氏
走
れ
な

り
」
と
二
人
の
哲
学
者
を
賞
揚
し
、
「
バ
ル
ト
マ
ン
氏
の
撃
セ
リ
ン
グ
氏
に
本
ず

く
と
狂
も
、
亦
ヘ
ー
ゲ
ル
シ
コ
ツ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
二
氏
に
出
入
し
、
挽
近
進
歩

せ
る
各
科
撃
の
結
果
を
網
羅
蒐
集
し
て
一
種
の
新
暫
撃
を
成
、
其
磨
く
社
命
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
猶
は
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
の
壁
元
と
コ
ソ
ト
氏
に
撲
る
と
錐
も

ダ
ル
ウ
ヰ
ソ
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
二
氏
の
説
を
採
り
、
之
を
補
翼
す
る
に
各
科
撃
の

結
果
を
以
て
し
一
種
の
新
哲
撃
を
成
す
が
如
く
而
し
て
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
は
不
可

知
的
を
信
じ
、
バ
ル
ト
マ
ソ
氏
は
不
党
的
を
信
じ
、
共
に
迦
眈
羅
氏
の
教
に
類

似
す
る
も
の
あ
る
は
亦
甚
だ
奇
と
謂
ふ
べ
し
。
」
と
論
じ
た
。
森
鴎
外
は
、
の

ち
、
目
論
に
バ
ル
ト
て
ソ
を
援
用
し
て
い
く
の
に
対
し
、
井
上
は
、
ス
ペ
ソ
サ

ー
論
理
に
慣
例
す
る
の
で
あ
る
。
井
上
の
ス
ペ
ン
サ
ー
傾
倒
の
よ
う
す
は
、

「
疇
洲
哲
撃
の
近
況
」
　
（
明
2
5
・
5
～
6
、
第
二
六
～
二
七
号
）
　
に
よ
り

詳
し
い
。
こ
れ
は
、
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日
、
「
大
軍
通
俗
講
談
含
」

で
の
井
上
の
講
演
の
速
記
で
あ
る
。
井
上
は
、
「
英
吉
利
ノ
暫
畢
ヲ
今
日
代
表

シ
テ
居
ル
ノ
バ
ス
ペ
ン
サ
ー
」
で
あ
り
、
「
ス
ペ
ソ
サ
ー
ヲ
知
ツ
テ
居
ル
人
ハ

∩
日
本
人
デ
ハ
今
日
彩
シ
ウ
御
坐
イ
マ
ス
」
と
述
べ
始
め
、
そ
の
形
し
さ
故
、

「
委
シ
イ
コ
ト
ハ
言
フ
ニ
及
ビ
マ
セ
ヌ
」
が
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
、
ス
ペ
ソ
サ

ー
哲
学
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
「
形
シ
ウ
」
と
い
う
語
な
ど
に
当
時
の
状
況
が

思
わ
れ
る
。
内
容
を
摘
記
す
る
な
ら
、
「
畢
竃
ス
ペ
ン
サ
ー
ノ
暫
撃
ノ
大
土
玉

ニ
ナ
ツ
テ
店
ル
ノ
バ
」
、
「
此
世
界
ヲ
現
象
世
界
ト
眞
賓
膿
世
界
」
と
の
二
つ
に

分
け
る
こ
と
で
あ
り
、
「
眞
賓
鰭
世
界
ヲ
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
現
象

世
界
ヲ
知
ル
ベ
キ
世
界
ト
名
ヅ
ケ
」
、
「
知
ル
ベ
キ
世
界
ガ
椴
相
デ
知
ル
ベ
カ
ラ

サ
ル
世
界
ガ
眞
相
デ
ア
ル
、
サ
ウ
シ
テ
知
ル
ベ
キ
世
界
ハ
相
封
デ
眞
蜜
嘘
世
界

ハ
絶
封
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「
不
可
知
」
の
説
を
述
べ
、
そ
れ
は

「
彿
教
」
と
「
符
合
」
し
、
「
耶
蘇
教
ノ
旨
」
と
は
　
「
大
層
違
ヒ
マ
ス
」
と
次

の
よ
う
に
講
ず
る
。

「
萬
有
神
教
ハ
萬
有
孤
ク
碑
ナ
リ
ト
ノ
考
へ
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ル
ニ
ス
ペ
ソ

サ
ー
ノ
衝
撃
ハ
畢
完
萬
有
印
教
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
耶
蘇
教
ノ
ヤ
ウ
ナ
惟
一
神
教

ト
ハ
到
底
調
和
ス
ル
事
ハ
出
来
ナ
ィ
、
」

「
耶
蘇
教
ノ
神
ハ
天
地
ヲ
創
造
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
ガ
ス
ペ
ソ
サ
ー
ニ
ア
リ
テ

ハ
天
地
ノ
創
造
拓
ト
云
フ
事
ハ
第
一
分
ラ
ヌ
事
デ
ア
ル
、
耶
蘇
教
ノ
碑
ハ
意
志

ヲ
持
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
ス
ペ
ン
サ
ー
ノ
方
デ
ハ
サ
ウ
云
フ
事
ハ
無
ィ
、
不
可
知

的
デ
ハ
ア
リ
マ
ス
ガ
意
志
ヲ
持
ツ
ト
力
持
タ
ナ
イ
ト
カ
云
フ
ベ
キ
モ
ノ
デ
無
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ィ
、
其
レ
カ
ラ
人
間
社
命
二
伸
ガ
手
ヲ
出
シ
テ
種
々
ナ
ル
助
ヲ
ス
ル
ト
カ
賞
罰

ヲ
ス
ル
ト
カ
云
フ
ノ
バ
耶
蘇
教
ノ
紳
ノ
事
デ
不
可
知
的
ノ
性
質
デ
ハ
ナ
ィ
、
其

レ
ガ
非
常
二
耶
蘇
教
ト
ス
ペ
ン
サ
ー
ノ
暫
撃
ト
違
フ
所
デ
ア
リ
マ
ス
、
」

彼
は
、
右
の
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
を
、
キ
リ
ス
ト
教
と
載
別
し
仏
教

に
近
づ
け
る
。
ま
た
、
儒
教
と
の
近
似
点
を
求
め
、
「
ス
ペ
ン
サ
ー
ノ
道
徳
主

義
ハ
自
利
主
義
ト
利
他
主
義
ト
両
立
シ
タ
モ
ノ
」
で
、
孔
子
の
「
汎
愛
ト
云
フ

事
」
と
相
通
ず
る
と
も
い
う
。
す
な
わ
ち
、
孔
子
の
「
汎
愛
」
と
は
「
誰
モ
彼

レ
モ
均
シ
ク
愛
ス
ル
ト
云
フ
主
義
」
で
は
な
く
、
「
自
分
ノ
兄
弟
妻
子
カ
ラ
次

第
次
第
二
外
ノ
人
二
及
ブ
、
共
順
序
ヲ
付
ケ
タ
精
神
」
で
、
こ
れ
は
「
ス
ペ
ン

サ
ー
ノ
自
利
利
他
ヲ
調
和
シ
タ
精
神
ト
大
層
以
寄
ツ
テ
居
リ
マ
ス
」
と
い
う
の

で
あ
る
。

井
上
は
不
可
知
論
や
、
道
徳
主
義
を
重
用
し
な
が
ら
、
ス
ペ
ン
サ
ー
学
と
既

存
の
日
本
の
宗
教
、
思
井
目
心
と
の
融
合
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
、
井
上
の
、

と
い
う
よ
り
、
明
治
日
本
の
西
洋
諸
学
輸
入
時
に
試
み
ら
れ
た
一
つ
の
特
質
が

見
出
さ
れ
る
。
西
洋
の
思
想
や
思
考
の
根
本
的
な
成
立
過
程
や
論
理
内
容
を
問

題
に
し
な
い
で
、
論
の
表
層
部
の
類
似
面
を
短
絡
的
に
照
応
し
て
、
白
日
ら
の
論

理
を
白
み
立
て
る
、
あ
る
い
は
論
証
例
と
す
る
。
い
わ
ば
「
上
す
べ
り
」
の
文

化
論
で
あ
る
。
井
上
に
、
そ
の
一
つ
の
象
徴
を
み
る
。

全
甘
定
論
と
い
う
よ
り
、
自
論
へ
の
採
用
論
と
し
て
扱
う
べ
き
か
も
し
れ
な

い
が
、
右
の
よ
う
な
論
を
用
い
て
、
井
上
は
更
に
キ
リ
ス
ト
教
攻
撃
を
続
け

る
。
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
（
明
2
6
・
1
～
3
、
第
一
三
六
～
一
三
八
号
）
、

「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
に
関
す
る
飴
論
」
　
（
明
2
6
・
4
、
第
一
三
九
号
）
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。
前
著
で
彼
は
、
国
家
主
義
を
重
視
、
「
耶
群
数
」
を
「
無
団

家
主
義
」
と
否
定
、
「
米
の
倫
理
相
†
者
は
、
漸
々
耶
蘇
教
を
離
れ
て
別
に
倫
理

撃
を
立
て
ん
と
す
、
英
国
の
ペ
ソ
ク
ム
、
ミ
ル
、
ペ
イ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
机
逸

の
ヴ
ソ
ド
、
キ
ズ
ヂ
キ
ー
、
ヂ
ュ
ー
リ
ン
グ
丁
麻
先
の
ホ
フ
ヂ
ソ
グ
米
国
の
ワ

ル
タ
ー
、
コ
イ
ト
諸
氏
皆
耶
蘇
教
を
以
て
倫
理
の
基
礎
と
せ
ざ
る
な
り
。
」
と
、

自
ら
の
論
の
正
当
化
に
西
洋
の
無
神
論
者
を
用
い
、
後
者
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー

説
に
「
服
従
の
害
」
あ
り
と
「
耶
蘇
教
徒
」
は
攻
撃
す
る
が
、
「
少
し
も
服
従

の
元
素
な
け
れ
ば
、
祉
合
は
決
し
て
成
立
つ
こ
と
能
は
ず
、
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
も

図
法
に
服
従
し
、
憤
習
に
逆
は
ず
、
末
だ
不
敬
事
件
を
潰
せ
し
こ
と
あ
ら
ざ
る

な
り
」
と
、
暗
に
内
村
鑑
三
事
件
な
ど
を
含
む
キ
リ
ス
ト
教
の
反
国
家
主
義
的

な
動
き
を
批
難
、
「
耶
蘇
は
羅
鳥
に
税
を
納
む
べ
L
と
云
ひ
て
服
従
の
意
を
表

は
」
　
し
た
こ
と
も
あ
る
で
は
な
い
か
と
難
ず
る
。
国
家
主
走
的
な
立
場
に
立
っ

て
の
ス
ペ
ソ
サ
ー
論
の
援
用
で
あ
る
。
の
ち
の
、
昔
回
山
柁
年
や
三
宅
雪
肌
な
ど

の
主
張
へ
つ
な
が
る
、
国
家
主
義
的
な
面
か
ら
の
ス
ペ
ソ
サ
ー
侠
川
が
す
で
に

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
『
封
洋
学
芸
雑
誌
』
に
お
け
る
、
多
く
井
上
背
次
郎
の
ス
ペ
ン

サ
ー
肯
定
論
に
対
し
て
、
『
六
合
雑
誌
』
に
全
肯
定
論
は
乏
し
い
。
し
か
し
、

そ
の
中
で
の
、
好
意
的
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。
「
駁
二
耶
蘇
教
排
撃
論
一
」
（
明

1
5
・
3
～
4
、
第
二
一
～
二
二
号
）
な
る
「
論
説
」
は
、
米
人
イ
ソ
ガ
ル
ソ
ー

ル
の
「
紳
ハ
凡
テ
人
民
自
ラ
造
ル
所
ナ
リ
」
と
い
う
「
諸
神
製
造
」
の
説
（
「
耶

離
散
排
撃
論
」
須
田
辰
次
郎
、
津
田
純
一
訳
）
　
に
対
し
、
「
宇
山
ノ
主
宰
」
た

る
「
全
知
全
能
永
遠
無
窮
ノ
再
説
ナ
ル
只
紳
」
を
信
ず
る
立
場
か
ら
の
反
駁
文
で

あ
る
が
、
そ
こ
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
今
此
駁
論
ヲ
結
フ
ニ
ス
ペ
ソ
サ
ル
氏
ノ
説
ヲ
以
テ
ス
可
シ
H
ク
『
凡
テ
宗

教
二
依
テ
現
出
ス
ル
所
ノ
此
等
ノ
只
殊
ナ
ル
モ
相
関
係
ス
ル
事
ア
ル
無
敗
ノ
現

象
ヲ
偶
然
二
起
ル
者
ト
ス
ル
カ
或
ハ
人
造
二
田
ル
ト
ス
ル
モ
里
党
維
持
ス
可
ラ

サ
ル
ノ
慣
説
ナ
リ
其
鐙
跡
ヲ
稲
営
二
探
究
セ
バ
或
ル
人
ノ
唱
ル
如
キ
信
仰
ハ
僧

侶
ノ
創
造
二
係
バ
ル
ト
ス
ル
ノ
説
ヲ
仝
ク
否
定
ス
ル
也
』
萄
シ
ク
モ
事
物
ノ
理
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ヲ
深
ク
探
究
ス
ル
ノ
撃
老
ハ
此
等
尋
常
ノ
理
ヲ
認
識
セ
ザ
ル
者
ナ
カ
ル
ベ
シ
」

ス
ペ
ソ
サ
ー
の
不
可
知
の
論
理
を
逆
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
不
可

知
」
故
、
井
上
な
ど
は
キ
リ
ス
ト
の
全
知
全
能
論
を
否
定
し
た
が
、
こ
こ
で
は

不
可
知
故
、
神
人
造
説
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
論
理
の
包
括
性

の
生
み
だ
す
欠
落
都
が
こ
こ
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
今
は
指
摘
に
と
ど
め
る
。

明
治
十
四
年
五
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
『
六
合
雑
誌
』
に
断
絶
的
に
「
論
こ

開
化
之
塑
」
（
第
八
号
～
二
二
号
）
を
発
表
し
た
高
橋
吾
良
は
、
そ
の
中
の
各

所
に
ス
ペ
ソ
サ
ー
の
論
理
を
用
い
る
。
二
、
三
抜
き
出
し
て
み
る
な
ら
、
決
の

よ
う
で
あ
る
。

「
吾
ガ
邦
従
来
ノ
宗
教
ハ
已
三
乗
翫
シ
テ
再
ビ
物
ノ
用
二
立
ツ
ベ
ク
ニ
ア
ラ

ズ
将
来
日
本
ノ
道
徳
ハ
何
ヲ
以
テ
之
ヲ
維
持
セ
ソ
ト
ス
ル
ヤ
ホ
ル
ベ
ル
ト
ス
ペ

ソ
ソ
ル
氏
日
ク
久
シ
ク
民
心
ヲ
制
御
シ
居
タ
ル
徳
教
ガ
之
二
代
ル
可
キ
通
常
ノ

モ
ノ
、
起
ラ
ザ
ル
ウ
チ
王
家
覿
亡
減
二
紆
ス
ル
程
大
ナ
ル
災
害
ハ
天
下
二
稀
レ

ナ
リ
（
ス
ペ
ソ
ソ
ル
氏
遺
徳
論
第
四
章
二
見
ユ
）
ト
是
レ
氏
ガ
道
徳
撃
二
付
テ

耕
論
セ
ラ
レ
ク
ル
語
ナ
リ
ト
イ
へ
ド
モ
之
ヲ
宗
教
ノ
事
二
川
ユ
ル
ト
キ
ハ
更
二

適
切
ナ
ル
ヲ
党
ユ
ル
ナ
リ
、
」

「
従
来
の
宗
教
」
に
代
る
も
の
と
し
て
の
ス
ペ
ソ
サ
ー
援
用
で
は
な
い
。
そ

の
断
け
日
の
意
味
づ
け
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
論
理
を
使
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
国
家
」
と
は
、
「
人
ト
人
ト
ノ
集
合
シ
テ
成
セ
ル
所
ノ
一
倍
」
で

あ
り
、
「
先
ゾ
政
事
ヲ
談
論
セ
ソ
ト
欲
ス
ル
者
ハ
必
ズ
国
家
ノ
成
分
ナ
ル
一
人

一
人
ノ
上
二
就
テ
入
棺
ノ
法
ト
人
性
ノ
理
ト
ヲ
撃
ブ
可
シ
」
と
政
治
を
論
じ
て

次
の
よ
う
に
引
く
。

「
ス
・
へ
ソ
サ
ル
日
ク
『
経
国
ノ
政
ヲ
焉
ス
所
ノ
人
ハ
必
ズ
多
少
生
命
活
気
ノ

撃
二
捗
り
又
心
撃
ノ
理
工
通
ゼ
ザ
ル
可
ラ
ズ
』
ト
君
又
一
時
嘆
ジ
テ
日
ク
『
君

シ
議
院
二
於
テ
心
理
二
本
イ
テ
論
摺
ス
ル
議
員
ア
ラ
バ
衆
議
員
ハ
必
ズ
骸
イ
テ

之
ガ
説
ヲ
氾
ク
可
シ
』
ト
沫
ク
思
ヒ
考
フ
可
キ
ナ
リ
」

社
会
有
機
体
を
説
き
、
そ
の
も
と
に
あ
る
個
体
の
有
為
を
説
い
た
ス
ペ
ン
サ

ー
論
の
使
用
で
あ
る
。
こ
の
有
按
体
が
、
個
々
の
権
の
露
祝
に
用
い
ら
れ
た
時
、

民
権
論
に
行
き
、
個
々
の
柾
が
「
紐
囲
ノ
政
」
に
ま
で
拡
大
し
た
時
、
個
の
充

足
が
と
り
も
な
お
さ
ず
国
家
の
経
営
に
つ
ら
な
る
同
家
主
義
へ
と
ゆ
く
。
高
橋

は
ま
だ
そ
の
分
岐
の
所
ま
で
は
論
じ
て
い
な
い
。

「
世
ニ
ハ
道
徳
ノ
性
ハ
人
類
二
円
宍
ル
者
二
非
ズ
ト
論
ズ
ル
者
ア
レ
ド
モ
是

等
ノ
論
者
ハ
事
賓
ヲ
無
税
シ
テ
論
拍
ス
ル
ナ
レ
バ
些
二
日
間
ヨ
リ
魁
ル
ニ
足
ラ
ズ

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ノ
尊
者
カ
ル
ダ
ル
ウ
ッ
ド
並
二
英
人
ス
ペ
ソ
サ
ル
等
之
ヲ
論

ジ
テ
彼
ノ
無
尊
者
ヲ
シ
テ
某
日
ヲ
閉
シ
メ
タ
リ
（
カ
ル
タ
ル
ウ
ッ
ド
ノ
道
徳
草
、

ス
ペ
ソ
サ
ル
ノ
ソ
ウ
シ
ヤ
ル
、
ス
タ
チ
ク
ス
ヲ
見
ヨ
）
」

「
社
会
静
学
」
を
利
用
し
た
、
天
賦
人
杵
論
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
　
一

じ
て
、
高
橋
は
、
論
題
の
よ
う
に
「
開
化
」
が
「
人
間
ノ
幸
福
ヲ
得
ル
遺
」
で
　
3
0

あ
る
こ
と
を
切
々
と
説
い
て
ゆ
く
、
ス
ペ
ン
サ
ー
学
は
そ
の
論
理
を
支
え
る
骨
　
】

格
と
な
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
四
月
、
「
方
今
思
想
界
の
要
務
」
　
（
第
一
〇
〇
号
）
に
お
い

て
、
大
酉
祝
は
、
「
宗
教
と
摩
術
の
調
和
」
を
論
じ
て
、
自
ら
は
「
ス
ペ
ソ
サ

ー
氏
の
哲
撃
に
格
別
の
信
用
を
置
く
者
に
あ
ら
ず
」
と
こ
と
わ
り
つ
つ
も
、
次

の
よ
う
に
ス
ペ
ソ
サ
ー
を
肯
定
的
に
引
く
。

「
館
に
ロ
ッ
ツ
ェ
の
暫
草
の
み
な
ら
ず
通
常
宗
教
の
仇
敵
規
さ
る
ゝ
ス
ペ
ン

サ
ー
氏
の
暫
撃
の
如
き
も
亦
撃
術
と
宗
教
の
調
和
を
鳥
さ
ん
と
す
る
も
の
ゝ
如

し
ス
ペ
ソ
サ
ー
氏
の
所
謂
る
『
不
可
知
的
』
な
る
も
の
は
此
両
者
の
調
和
を
璃

さ
ん
と
す
る
者
に
外
な
ら
ず
」

宗
教
も
学
術
も
、
「
不
可
知
」
の
認
定
と
そ
の
追
求
に
お
い
て
一
致
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。



『
中
央
学
術
雑
誌
』
に
、
全
甘
定
の
も
の
は
、
殆
ん
ど
な
い
、
た
だ
、
東
京

専
門
学
校
の
「
各
科
課
程
表
」
の
中
、
専
修
英
学
科
お
よ
び
発
酵
英
学
科
の
木

科
二
級
と
一
級
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
暫
撃
原
理
」
（
明
1
8
・
7
、
第
九
号
）
、

英
学
部
課
程
の
二
年
講
義
に
　
「
ス
ペ
ソ
サ
ー
氏
教
育
銑
巴
、
三
年
輪
講
に
「
ス

マ
マ

ペ
ン
サ
ー
氏
代
議
政
体
弘
巴
、
四
年
講
義
に
「
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
習
鐸
原
理
」
（
明

1
9
・
4
、
第
二
六
号
）
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の

空
気
を
如
実
に
伝
え
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
明
治
十
九
年

七
月
に
、
英
学
科
得
業
生
佐
竹
時
之
助
訳
で
、
ス
ペ
ソ
サ
ー
の
　
「
暫
隼
原
理
」

の
一
部
が
、
「
祈
＝
撃
ノ
定
義
」
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
「
人
類
ノ
思
議
シ

待
可
キ
モ
ノ
ト
思
訪
シ
得
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ア
ル
ヲ
説
キ
、
物
ノ
抗
性
ハ
識

ル
能
ハ
ズ
」
と
い
う
、
例
の
「
不
可
知
論
」
の
個
所
で
あ
る
。
北
村
透
谷
、
東

京
専
門
学
校
英
語
科
在
学
時
で
あ
る
。

三
、

右
の
よ
う
な
肯
定
論
に
対
し
て
、
自
ら
の
論
へ
の
ス
ペ
ン
サ
ー
学
採
用
は
様

々
な
形
で
現
わ
れ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
、
事
の
鮮
明
化
の
た
め
、
ス
ペ
ソ
サ

ー
学
否
定
論
も
し
く
は
批
判
論
を
先
に
み
て
み
ょ
う
。

『
東
洋
学
術
雑
誌
』
に
、
江
面
か
ら
の
ス
ペ
ン
サ
ー
攻
撃
は
乏
し
い
。
例
え

ば
、
ス
ペ
ン
サ
ー
学
の
直
流
と
み
な
さ
れ
る
、
有
賀
長
錐
に
、
人
と
人
、
人
と

万
有
と
の
間
に
存
在
す
る
「
押
係
」
を
追
求
し
た
哲
学
が
現
在
要
求
さ
れ
て
お

り
、
「
ベ
ン
サ
ム
氏
の
最
大
幸
福
論
、
及
び
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
の
祀
合
耶
状
論
の

如
き
も
皆
次
第
に
因
て
起
り
た
る
論
説
な
り
、
」
と
論
じ
っ
つ
、
「
た
だ
、
共
成

く
萬
有
に
封
す
る
理
係
を
究
め
す
、
遠
く
未
来
の
人
に
封
す
る
理
係
を
度
ら
さ

る
を
惜
む
の
み
。
」
と
難
ず
る
（
「
社
命
と
個
人
と
の
関
係
の
欒
化
」
明
1
6
・
4
、

第
十
九
号
）
論
や
、
矢
田
部
良
書
の
「
ダ
ル
ウ
ヰ
ソ
氏
曽
て
云
へ
る
事
あ
り
へ

ル
ベ
ル
ト
、
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
の
著
㌫
ほ
甚
結
構
な
れ
ど
も
其
中
の
名
節
を
し
て

確
乎
た
ら
し
む
る
に
は
一
節
毎
に
十
五
年
づ
ゝ
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
」
い

っ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
引
例
　
（
「
悲
憤
醸
慨
の
説
」
別
1
9
・
3
、
第
五
四
号
）

な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
肯
定
的
批
判
と
で
も
い
え
る
も
の
で
し
か
な
い
。

対
し
て
、
『
六
合
雑
誌
』
に
は
批
判
論
が
続
出
す
る
。
幾
つ
か
抜
き
出
す
な

ら
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

小
崎
弘
道
は
、
宗
教
と
は
、
「
租
先
を
祀
升
す
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ

れ
が
進
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
「
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
の
宗
教
論
」
　
（
こ
れ
を

う
け
た
有
賀
長
征
の
宗
教
進
化
論
も
含
め
て
）
を
「
皮
相
」
的
と
批
判
、
「
マ

ク
そ
・
、
ユ
ラ
ル
」
ら
の
言
を
引
き
つ
つ
、
「
一
神
教
」
　
の
立
場
を
強
く
主
張
、

ス
ペ
ソ
セ
ル
ら
が
、
「
教
組
の
勢
力
を
承
認
せ
ざ
る
事
」
に
　
「
甚
た
偏
佃
な
る

所
」
が
あ
る
と
す
る
。
進
化
に
よ
る
の
で
な
く
、
「
教
組
の
感
化
力
」
に
よ
る

工

ム

ビ

リ

シ

ズ

ム

も
の
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
総
じ
て
、
「
経
略
論
」
で
は
だ
め
で
、
宗
教
と

は
「
上
帝
と
人
類
の
関
係
即
ち
人
と
碑
の
交
通
」
を
い
う
の
だ
と
述
べ
る
（
「
宗

教
の
起
原
」
明
1
9
・
8
～
1
0
、
第
六
八
～
七
〇
号
）
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
第
二

五
号
に
載
っ
た
、
英
図
人
デ
ニ
ソ
グ
の
前
説
「
餌
魂
ト
肉
鴨
ノ
緻
密
ナ
ル
関
係

ヲ
論
ズ
」
　
（
明
1
5
・
7
）
　
の
ス
ペ
ソ
セ
ル
は
「
物
m
ハ
思
想
ヲ
生
ス
ル
」
と
い

う
が
、
「
物
門
ハ
精
細
ト
異
ナ
ル
」
　
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
り
し
た
も
の
と
共

通
の
も
の
で
あ
る
。

森
田
久
万
人
は
、
学
問
的
に
追
求
、
「
英
、
蘇
、
猶
三
園
ノ
撃
沢
」
は
近
時

進
歩
し
た
と
論
じ
、
「
近
世
欧
州
哲
撃
家
中
第
一
流
」
の
中
に
、
「
カ
ソ
ト
」
、

「
ロ
ツ
セ
」
、
「
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ソ
サ
、
ハ
ル
ト
マ
ン
抹
」
を
あ
げ
、
そ
れ
ら

に
「
通
暁
ス
ル
コ
ト
」
を
望
み
、
あ
わ
せ
て
、
「
ス
ペ
ソ
サ
氏
暫
費
批
評
ニ
ハ

メ

タ

フ

イ

ジ

ク

『
バ
ウ
ヲ
一
ソ
』
氏
『
ス
ペ
ソ
サ
』
氏
所
隼
及
第
一
主
義
攻
究
（
又
は
替
撃
）
傍

ラ
『
マ
ツ
コ
シ
』
直
覚
論
、
『
ポ
ル
ク
』
氏
入
神
論
『
ハ
ミ
ル
ト
ソ
』
氏
心
理
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撃
（
メ
タ
フ
ヰ
ジ
ク
）
　
『
ポ
ル
タ
』
氏
論
理
撃
、
『
ホ
プ
キ
ン
ス
』
氏
愛
之
則

（
ラ
フ
オ
フ
ロ
ウ
）
等
ヲ
讃
ム
ベ
シ
」
と
、
そ
の
批
判
論
を
紹
介
し
て
い
る

（
「
暫
撃
ノ
目
的
及
範
園
附
衝
撃
之
虫
類
」
明
2
0
・
3
、
第
七
五
号
）
。
ま
た
、

シ

ノ

ズ

ム

　

　

　

　

　

マ

マ

持
本
能
武
夫
は
、
「
宥
和
略
説
」
の
中
で
、
「
有
両
説
」
を
、
「
紳
ハ
万
有
ナ

パ

ン

シ

ー

ズ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ァ

グ

ノ

リ
天
地
ハ
紳
ナ
リ
」
と
す
る
「
凡
画
数
」
、
ス
ペ
ソ
セ
ル
を
代
表
と
す
る
「
不
可

ス

チ

ズ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

r

ィ

ズ

ム

識
論
」
に
よ
る
有
神
論
、
天
啓
教
を
排
斤
す
る
も
神
の
存
在
を
述
べ
る
「
自
然

り

∴

ヒ

ー

ル

ド

・

リ

・

ノ

ヨ

ン

　

　

シ

ー

ノ

画
撃
」
の
有
神
論
、
そ
し
て
、
「
碑
ヲ
信
シ
又
天
啓
教
ヲ
信
ス
ル
通
常
ノ
宥
和

ム説
」
に
分
け
論
じ
て
い
る
が
、
う
ち
、
「
ス
ペ
ソ
セ
ル
」
は
、
神
の
存
在
の

フ

ォ

ル

ス

ト

コ

ー

ズ

　

　

　

フ

ォ

ン

ダ

メ

ン

タ

ル

・

リ

ア

リ

テ

ー

「
端
緒
原
因
」
を
「
根
　
按
　
貿
　
在
」
に
お
い
た
、
し
か
し
、
ス
ペ
ソ
セ
ル

は
そ
れ
を
証
明
し
た
こ
と
は
な
い
、
つ
ま
り
、
「
不
定
不
整
純
一
ナ
ル
蜜
在
ヲ

以
テ
万
有
ノ
端
緒
原
因
」
で
あ
り
、
進
化
論
は
変
造
を
述
べ
る
が
、
「
其
純
一
ノ

貿
在
ト
ハ
果
シ
テ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
」
を
「
明
解
シ
タ
ル
事
」
な
し
と
ス

ペ
ソ
サ
ー
批
判
を
行
っ
て
い
る
（
明
甲
5
、
第
七
七
号
）
。
植
村
正
久
は
、
「
コ

ソ
ト
ミ
ル
ス
ペ
ソ
セ
ル
」
の
諸
氏
は
「
衆
を
刺
し
民
を
益
す
る
の
結
果
を
生
す

る
を
徳
義
の
本
色
」
と
す
る
の
は
い
い
が
、
「
一
己
の
私
徳
を
養
ひ
屋
漏
に
も
恍

ぢ
ず
」
と
い
う
よ
う
な
「
操
行
を
維
持
」
す
る
こ
と
だ
け
で
は
だ
め
で
、
そ
れ

ら
は
、
「
外
面
の
徳
義
と
其
の
結
果
を
究
ふ
を
知
れ
と
も
」
、
「
心
術
〓
目
的
の
如

何
を
衷
ふ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
に
似
た
り
」
と
難
じ
、
神
の
存
在
を
論
ず
る
（
「
黒

し
て
神
に
事
ふ
可
ら
す
焉
ん
ぞ
人
に
事
へ
ん
や
」
明
2
0
・
7
、
第
七
九
号
）
。

い
ず
れ
も
、
神
の
存
在
を
基
盤
と
し
た
、
ス
ペ
ン
サ
ー
批
判
で
あ
る
。
つ
い

で
、
明
担
一
十
年
八
月
、
小
崎
弘
道
は
「
宥
和
暫
隼
」
（
第
八
〇
日
豊
の
中
で
、

「
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
」
も
近
頃
は
「
神
ヲ
信
ズ
ル
傾
キ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
自
陣
に

入
れ
よ
う
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
す
ぐ
に
、
「
ス
ペ
ソ
セ
ル
ハ
此
世
界
ノ
初
ノ

バ
悉
ク
平
均
シ
タ
モ
ノ
ガ
ア
ツ
テ
其
モ
ノ
ガ
段
々
欒
化
シ
テ
世
界
ノ
様
ナ
モ
ノ

ガ
出
テ
爽
タ
ト
云
フ
」
、
あ
る
い
は
、
「
神
ト
云
へ
バ
人
間
ト
同
ジ
様
ノ
倒
キ
ヲ

ス
ル
」
と
思
っ
て
、
そ
の
働
き
を
「
大
工
論
（
カ
ル
ペ
ソ
タ
ル
シ
オ
リ
）
」
と

い
う
が
、
神
は
、
そ
う
い
う
「
外
部
カ
ラ
働
ク
モ
ノ
デ
ナ
イ
」
の
で
、
「
押
ガ

物
ヲ
造
ル
ノ
バ
内
部
ノ
働
キ
」
に
よ
る
も
の
で
、
「
人
間
ガ
物
ヲ
造
ル
」
の
と

大
い
に
違
う
と
批
判
を
加
え
る
。
同
じ
く
小
崎
は
、
二
十
一
年
六
月
に
は
、
「

進
化
哲
撃
な
る
ス
ペ
ソ
セ
ル
の
不
可
思
議
論
」
も
、
一
時
は
盛
ん
だ
っ
た
が
、

「
深
遠
な
る
思
想
あ
る
者
は
之
れ
に
安
ん
ず
る
」
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
、
「
ス
ペ
ソ
サ
ー
」
の
時
代
が
終
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
「
ユ

ニ
チ
リ
ヤ
ソ
の
宣
教
師
ナ
ツ
プ
氏
の
演
説
筆
記
を
読
む
」
第
九
〇
号
）
。

個
の
自
立
と
内
部
の
追
求
を
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
で
、
森
村
と
小
崎
は
似
か
よ

う
。
進
化
論
と
い
う
科
学
を
中
心
と
し
た
ス
ペ
ソ
サ
ー
論
理
に
内
在
す
る
問
題

が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
『
六
合
雑
誌
』
上
の
ス
ペ
ン
サ
ー
批
判
の
中
心
は
、

右
の
よ
う
に
、
神
の
実
在
論
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
、
多
く
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の

「
不
可
知
論
」
で
の
妥
協
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
つ
け
加
え
て

お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
う
い
う
、
小
崎
ら
の
よ
う
な
、
や
1
独
善
的
な
班
え
つ

け
に
対
し
て
、
金
森
通
倫
が
、
近
頃
、
宗
教
界
は
、
「
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ソ
洗
」
や

「
独
逸
流
の
批
判
的
紳
隼
説
」
を
「
毒
虫
で
も
入
込
ん
だ
る
如
く
」
に
扱
い
、

「
ミ
ル
、
ス
ペ
ソ
サ
ー
の
説
は
聞
く
べ
か
ら
ず
」
と
考
え
る
よ
う
な
、
一
方
的

な
釦
国
主
義
に
お
ち
入
っ
て
い
る
と
自
己
批
判
を
行
い
　
（
「
宗
教
政
界
の
鎖
国

主
義
」
明
2
3
・
1
0
、
第
二
八
号
）
、
構
井
時
経
が
、
「
社
命
撃
」
の
必
要
を

認
め
、
「
基
督
教
命
の
反
射
家
た
る
ア
ダ
ム
ス
・
・
、
ス
、
ペ
ソ
サ
ム
、
ミ
ル
、
ス

ペ
ソ
サ
に
先
鞭
を
着
け
ら
れ
た
る
こ
そ
遺
憾
の
至
極
な
れ
」
、
む
し
ろ
、
「
榊
撃

罪
」
が
こ
れ
を
や
る
べ
き
で
あ
っ
た
（
「
本
邦
に
於
け
る
基
督
教
前
途
の
眺
望
」

明
2
5
・
3
、
第
二
三
五
号
）
と
述
べ
る
な
ど
の
反
省
、
自
己
批
判
が
で
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
浮
田
和
民
は
、
「
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
の
哲
撃
は
唯
物
的
凡
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神
教
と
言
ふ
可
き
」
で
あ
り
、
「
不
可
思
議
を
以
て
世
界
の
大
元
と
な
し
」
て

い
る
の
で
、
そ
の
「
原
因
結
果
の
理
法
」
は
、
「
墓
督
教
の
宥
和
衝
撃
」
と
矛
盾

す
る
と
こ
ろ
な
し
と
論
じ
（
「
凡
神
教
を
論
ず
」
明
2
2
・
6
、
第
一
〇
二
号
）
、

帝
蚊
学
人
の
「
有
碑
説
、
不
可
思
議
説
及
万
有
碑
説
」
　
（
明
2
6
・
4
、
第
一
四

八
号
）
も
、
「
ス
ペ
ソ
サ
ー
氏
の
所
説
」
は
、
「
有
限
の
事
物
」
を
認
め
て
い

る
の
で
、
「
不
可
思
議
説
は
、
全
然
有
碑
説
に
反
対
す
る
に
あ
ら
す
碑
て
ふ
思

想
を
人
智
以
外
に
逐
ほ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
、
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど

は
、
そ
れ
ら
を
よ
り
進
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
中
央
学
術
雑
誌
』
に
、
敬
い

批
判
論
は
な
く
、
わ
ず
か
に
、
西
洋
天
狗
が
「
宗
教
論
」
　
（
明
1
8
・
6
～
8
、

第
八
～
一
三
号
）
　
で
、
「
霞
魂
」
　
の
存
在
説
を
述
べ
、
「
ス
ペ
ソ
サ
ル
氏
」
は

「
心
裡
ノ
現
象
ハ
頭
脳
物
質
的
ノ
勢
カ
ニ
因
ラ
サ
ル
可
ラ
ズ
」
と
し
て
、
「
心

理
」
と
「
生
理
」
の
連
動
を
ほ
か
る
が
、
こ
れ
は
「
僻
論
」
で
あ
る
と
断
言
、

「
ダ
ル
ウ
ヰ
ソ
、
ス
ペ
ソ
サ
ル
ノ
奴
」
は
、
「
現
今
ノ
世
界
ハ
完
全
ノ
モ
ノ
ニ

非
ス
故
二
之
ヲ
創
造
シ
タ
ル
天
帝
モ
亦
完
全
無
欽
ノ
モ
ノ
ニ
非
ス
決
シ
テ
全
知

ト
云
フ
可
ラ
ス
」
と
し
て
、
「
天
帝
」
　
の
存
在
を
疑
う
が
、
「
天
帝
始
メ
テ
人

フ
リ
ー
ワ
ヰ
ル

ヲ
造
ル
ニ
常
リ
之
二
興
フ
ル
ニ
自
由
意
志
ヲ
以
テ
ス
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

「
自
由
意
志
」
で
人
々
は
、
善
悪
を
え
ら
ぶ
、
そ
こ
に
「
社
食
進
歩
」
が
あ
る

の
で
、
「
進
化
説
ノ
行
ハ
ル
、
天
帝
ノ
全
知
全
能
タ
ル
ニ
害
ナ
シ
」
と
天
帝
存

在
を
強
調
、
「
ミ
ル
、
ス
ペ
ソ
サ
、
ペ
ッ
ク
ル
、
ヘ
ー
ゲ
ル
」
な
ど
は
、
「
博

識
」
だ
が
、
「
宇
宙
ノ
原
理
ヲ
論
ス
ル
：
至
ツ
テ
ハ
末
夕
乳
臭
見
タ
ル
ヲ
免
レ

ス
」
と
大
言
す
る
論
な
ど
が
目
立
つ
位
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
こ
に
、
さ
し
た

る
論
理
は
な
い
。

こ
う
い
っ
た
首
足
、
否
定
の
問
に
、
様
々
な
る
援
用
論
や
、
単
純
言
及
の
論

が
存
在
す
る
の
で
、
状
況
論
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
整
序
が
露
要
で
あ
ろ
う
が

す
で
に
紙
幅
は
つ
き
た
、
後
稿
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
た
だ
、
こ
こ
ま
で
の
、
肯
・

否
定
論
を
中
心
に
し
っ
つ
ま
と
め
て
お
く
な
ら
、
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
に
依
拠
し

た
論
理
の
動
き
は
、
二
つ
の
間
題
を
潜
め
て
い
た
こ
と
が
如
実
に
な
っ
て
く
る
。

一
つ
は
、
社
会
有
機
体
論
理
が
分
岐
す
る
二
つ
の
傾
向
、
有
機
体
の
組
成
の
個

々
を
重
視
し
て
の
民
樅
論
、
全
体
を
重
視
し
て
の
国
権
論
へ
ゆ
く
含
み
が
、
こ

こ
で
も
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
明
治
の
社
会
を
支
え
る
論
理
と
し
て
、

両
派
に
使
わ
れ
た
姿
が
、
高
橋
吾
良
や
井
上
暫
次
郎
の
姿
勢
な
ど
に
あ
ら
わ
に

な
る
。
今
一
つ
の
傾
向
は
、
「
不
可
知
論
」
の
影
響
で
、
こ
の
論
理
の
故
に
、

単
純
な
進
化
説
よ
り
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
論
が
宗
教
界
に
思
想
界
に
入
れ
ら
れ
る

要
素
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
、
世
界
の
す
べ
て
が
説
き
明

か
せ
る
と
い
っ
た
単
純
な
科
学
信
仰
に
対
し
て
、
不
可
知
の
翻
域
を
お
く
こ
と

で
、
そ
こ
に
、
宗
教
や
美
学
が
入
り
こ
む
要
因
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
ソ

サ
ー
理
論
が
、
文
学
論
や
宗
教
論
と
し
て
援
用
さ
れ
る
一
因
が
こ
こ
に
あ
り
、

『
六
合
雑
誌
』
な
ど
に
お
け
る
宗
教
界
か
ら
の
言
及
の
多
く
も
、
こ
の
点
に
集

中
し
、
甘
・
否
両
面
に
分
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
受
容
状
況

の
総
括
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
哲
学
会
雑
誌
』
、
『
国
民
之
友
』
、
『
日
本
評

論
』
そ
の
他
の
同
時
代
誌
の
追
求
を
併
せ
て
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

注
（
1
）
　
下
田
隼
吉
『
下
出
隼
吉
遺
稿
』
（
昭
7
・
4
）
、
永
井
道
雄
『
近
代

化
と
教
育
』
（
昭
4
4
・
1
1
、
東
大
出
版
会
）
、
山
下
重
一
『
ス
ペ
ン
サ

ー
と
口
本
近
代
』
　
（
昭
5
8
・
1
2
、
御
茶
の
水
書
房
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
　
清
水
幾
太
郎
「
日
本
社
命
撃
の
成
立
に
就
い
て
」
　
（
昭
8
・
1
1
～

1
2
『
思
想
』
）
参
照
。

（
3
）
　
注
（
1
）
参
照
。

（
4
）
　
渡
辺
正
雄
『
日
本
人
と
近
代
科
学
－
西
洋
へ
の
対
応
と
課
題
－
』

（
昭
5
1
・
1
、
岩
波
書
店
）
、
探
宜
和
男
『
明
治
の
国
文
学
雑
誌
』

（
昭
5
3
・
2
、
笠
間
書
院
）
参
照
。

（
5
）
中
村
光
夫
「
日
本
の
近
代
文
学
と
文
学
者
㊥
－
進
化
論
の
影
響
－
」

（
昭
5
2
・
2
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
）

～
佐
賀
大
学
教
育
学
部
教
授
　
－
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